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本願寺派対外指導者会発� 30 

2016(平成� 28)年� 10月� 1日

日本ボーイスカウト

都道府県連盟事務局 様

本願寺派スカウト

理事長 土

平素より当指導者会の活動にご理解並がにご協力を賜り、摩く参事礼申しあげます。

さて、このたび本穎寺探スカウト指導者会で辻、仏教室震をこれから諺得したいというスカ

ウトを対象とした� f第� 11毘仏教章{断専のための研管金j を別紙の通り関龍いたします。

本顕寺深の同信徒で、当会へ登録されていないスカウトや、仏教に嬰心のあるスカウトに

つきましても、是非ご参加いただきたいとの瀬いから、各県連盟へもご案内させていただ、き

した。

つきましては、識に恐れ入りますが、ぜひ費漉盟のスカウトにお呼びかけくださいますよ

う、ご協力のほどお願い申しあげます。

《同封書類》

①第� 11四仏教章修得のための研修会� -時程表

11 @ 

まお問い合わせ先》� 

600-8501 京都持下京lR堤)11遥花墨町下ル浄土真宗本顕寺深京務所内

本麟寺涼スカウト指導者会

私:075-371-5181 Fax:075-351-1211 

皆:http://scout.hongwanji.or. jp/ 

以上

http://scout.hongwanji


「第11闘仏教章修得のための研修会J推薦書

。所鰻隊隊長・所属部門リーダー推薦書

推薦璃出:

{県)連盟 第 盟

連盟 第 団

名前 盛

一
長
ダ

隊

リ

隊

部

。所属国国委員長援藤書

推薦理府:

連盟 第

問 委員 長名前 議



f第 11間仏教輩f断専わための研修会J関羅要項

4aム めざせ!仏教掌!マ一ア・
 

と::.2.趣 酒 本癒寺探スカウト指導者余のスローガン「仏教章を胸にJを体し、研修会を通じ仏教家

修持に必要な知織・技能などを身につけると共に、真宗スカウトとしての自覚を保す。

また、この機に夜の輸を広げ、 、の生き方を確かめ合い「ちかいとおきて  J rやく

そくとおきてJの理解と より深め、心身共に豊かな開法者を育成することを閥的

とする。 

3.期日  2017 (弔求 29)年 12月 23日(金・初 ---26日(月) 3泊 4日

4.会場  開修}蹴蓑封官、他

〒6∞-8334 京都市下京底油小蹴議詑畿昨上ノレ践若私物湖京都教冨教務所内 

TEL 075-371-6981 

{窪治]関誌会錯、他

干6伶 -8357 京都市下京草野lIi議花静7上ル 征 075-342-1122

夜明彦会場・寄港場所土、変更になる可能誌があり 

5.参加資格 本譲帯雨μ教章{彦得を話指す中学2年生以上 24議以下 (2016年 12丹 26日韓民のスカウト

※ボーイスカウト務官斉罵のスカウトにおいては、	 1級以上に限る

なお、本研修会i土、得震済みの方については対象外?仁詩度糠みの方で仏教章修持を希望さ

れる方は事著書局までご一報ください。 

6.募集人数 30名 

7.参加費  10，000円
 

8 謀議議活 受精のみ  10，000円械人  5，000内制伴) 


涼帰敬式は、阿榊Eさま・宗祖親鷲盟人の
しゅうそしんらんしようにん

御前で
おんまえ

沖土県和つ門徒としての自覚をあらたにしヘ

今後力強く生きていくことを誓う生漉ただ一度の大切な機戒で、「おかみそり」ともいします。

却鳳IJとして本山で聞によって執り行わ九笠総長唱えて、おカみそりを受け、官石

をいただきます。 

9.申込方法  参加願書に4センチx3センチの上半身写真を務付のう し、下記の書類を

添え、現金書留にてお申込みくだ、さし Lなお、鶴岡 く当日欠席された場合i土、参 

加費の返金はできません。

{提出醤類}迂渉方立頼書・推薦書

@r参加費j 並びに r~葦敬丈累加さ愛式容のみ)J

10.申込  本瀬寺潔スカウト指導者会完

二月∞-8501 烹審市下京豆堤J11通花静rFlレ浄土真宗本語襲都牒務所内

都完活動支援蔀〈溺義務ヒ担当〉

TEL 075ー371-5181(代表 FAX 075-351-1211 

11.締切日 2016 (平成 28)年 12月 9 !3(盆必着

※線開日前であっても、定員になり次第受付を踏め慣らせていただき

※参加者が鵡半数に満たない場合は、中止となる場合があり



12.許可通知 締切後、書類審査のうえ参加者を選定し、*自に「参加許司証jを送付いたします。

13.持 品 念減、式章(帰敬式5正式務者)、参力信午可誌{後日送付しま打、告審酔伏況書、スカウ (本 

願寺出版社発行)、仏教章{穿得に舟けたテキスト〈本標寺出般社発行)、本額寺探スカウトハンドブ

ソ

そ

ック 体審議寺出版社発行〉、スカウトソング莞(巴本連盟発汗のもの)、筆記用具、

ット、保険証 ピ一司、活動できる眼装・靴、跨寒具、コツ 護春き 罰具

必要なもの

※仏教章修樽に向けたテキスト 6∞円(移鵠IJ)、本灘寺派スカウトハンドブ》ク 8∞円〈容器!J)、

スカウト聖典 8∞丹〈巷鵠!Dは、 f本灘寺出額社jにて購入出来ますので¥あらかじめご準備く

ださし L

※ゲーム塊 i-pod等の響楽プレーヤー、お菓子、来館設震は持ち込み諌止としますのでご了承く

し冶 

援耕{彦会中は、携帯臨蓄の使用ができません。 G受付音寺にお頭かりさせていただきます)。

14. m~ 接 制服・ 着用

業アクセサリー(ピアス、指輪等)I土着罵不可。つけてこられた場合は、外していただき

※記章の着用、身だしなみにつきましでも、所議議導者の充分なる喜多能の指導をお願いします。

*留意事喋*

。本欄彦会のみで仏教章は修得できません。研{密会終7後、教導者(浄土真宗本願寺派僻吉〉の指導のもと事

麗較すの実践J r地域ならびにj争土真宗本額制持院への奉仕jが5主要となりま七

浄土真京本額朝来以外の来旨で本郡安会を知茸希望の方は、本研{彦会が浄土葉端本瀬端京の門徒を宵成したし、

との麟いのもと開催されますことを、ご理解のうえご参加くださし L

。研修会当怒までに、下記「浄土漢宗の生活f言条jバ食事のことばJを必ず罪事項閣できるよう iこしておくこと。

セ

に
げ
鰐

イ

借

「沖土真宗
じようどしんしゅう

の生活儲条
せいかっしんじよう

j 
トとつ 措とけ

一
U

、み仏の饗いを信じ 尊し
とうと

吟名
な

をとなえつつ 強く明るく生き抜きます

一、み官の光をあおず 害にわが身をかえりみて 感謝のうちに踏みます

、み仏の教えにしたがい 正しいヨ窓会聞きわけて まことのみのりをおろめます
日とけ

、み{ムの恵
めで

みを喜び 、にうやまい場けあい社治のために尽します

「食事のこと出

主食前のことiお

多くのいのちとみなさまのおかげにより、このごちそうをめぐまれました。

ふかくと患を喜び、ありがたくいただきます。 

E食後のこと Ij:'))
ゴおん措うしゃ

尊いおめぐみをおいしくし、ただき、ますます欄思報裁につとめまホ

おカ斗ずでごちそうさまでした。

以 上
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「第11回仏教章修得のための研修会」参加願書

あなたの信仰する宗旨は何ですか� b 一一一j竺 主 一 空 一 三 杢 - 塑 一 一三空�  
(0をつけ、浄土真宗本願寺派以外は宗派名を記入する)------，...- I 宗 派

所属寺住職� !l 教区 組 寺� ⑮
署名認印� i 

上記で、浄土真宗本願寺派以外の宗旨を選択された方は、下記欄にご記入ください。

研修会終了後の教導職(浄土真宗本願寺派僧侶)予定者が と いる ・ いない

おら五五五孟同; 教区� z一一一一一一~一五7

ふりがな

本人名前
写 真

生年月日
※年齢は申込時のもの� 

現住所� 
(参加許可証送付先) 

昭和� 

T 

.平成

TEL ( 

年 月 日生 歳) (上半身)

(4c皿X3cm)

学校名または勤務先 学年または所属部署名� 

BS  (県)連盟 第 団 隊

所属隊・部門� 

GS  連盟 第 団 部門

現在の役職・級


帰 敬 式
 受 式 す る�  . 受式済�  . 受式しない
(0で囲む)

一一一一一色.空-jE..雪一一会一一明---一一一-ー-----一一一一一---一一一ー--一一一_J

〔参加者名前} を研修会に参加させますので、よろしくお願いいたします。

保護者名前� ⑩ 

禾づC奇麗蔑荻蕗て-~・~õ5ft!i末丈 lさ菌℃でそ喜三喜高京菊-':)そ.五て:コミ害事前.て{買rüぼ「デ Vlじ手ご写あ疾患)、ー吉定[ま妻
望等があればご記入ください。

※上記「私の信仰する宗旨」に浄土真宗本願寺派以外の宗派名をご記入された方は、本研修会が浄土真宗本願寺派の

門徒を育成したいとの願いがありますことを、ご理解のうえご参加ください。

なお、保護者の方も同様にご理解のうえ、認印いただきますよう重ねてお願いいたします。



日程

時態� 12月23B(金)� 12月24臼{土〉� 12月25自(日)� 12月26B(月)� 

5:30 起床・洗面・寝S襲警妻宅翼: 起床・洗蕊・寝奥重量頓i 起床・洗面・務災豊富穣;� 

6:00 

6:30 農務参拝 ;; m御翁影t宮E堂室 農朝参拝 阿御弥影陀堂蛍 農務筆参拝

;阿弥阻
ア:00

溌掃奉仕� 
~ 

正当然l 清掃奉仕 白洲 :蹄111l: 
7:30 I滞敬式

朝礼 北境内線 朝礼� i:l機内地 
8:00 

闇b志Xト会ラJ館

朝食� 
8:30 穀食 朝食

警護法会館� 

vAトラ〉 子工守ヲアウト移動� vAトラ〉� 

9:00 

9:30 仏教行事
顕造家会笈銭� 

10:00 

10:30 釈尊の伝記 祭祖の怒詑
仏教章申請方法;� 

11:00 
億人磁接� 

11:30 本笠� 

12:00 
集会

受付・点検� i簸道2吹会き設銀護を1階 アンケート� 
12:30 昼食 本書震 昼食 *~量

閉会式 *~震 
8

開会式・� 2家糞撮影� j13:00 2幹裳
解散� 

13:30 勤式作法③ 本堂� 

14:00 オリエンテーションi
動式作法②

{仏奨・荘厳)

本書量 窓重量� 
14:30 現会議� 

15:00 

15:30 
教重量について� E 

本雪量
仏教撃について 真宗教義 本雪量� 

16:00 

16:30 
勤式作法<D

{作法・正信僑}
本堂� 

17:00 
移動・休憩� ~ 仏教教義 ヌド3控� 

17:30 

18:00 仏教讃歌 ; 届 臨3相 ス力守yオウン� z 本堂� 

18:30 
音楽礼拝� 2韓意後諺覚室窓� 

19:00 13>'里~J ・ 工事~1J 間2ま主主隠
夕食� 

i語書法会室型地階
夕食i皇霊法会館地階� 

19:30 夕食 レストう〉
むストラ〉

臨研修錦室3JDm 
仏旗について� 

4尋

自主学習 E3主学設費 
20:00 

現語法会館� (STA) (STA)
宗派!ごついて 本堂� 

20:30 主緩和室
就寝動持� 222 就寝勤行 6.a.'.2s•悔. 就寝勤行� 

21:00 
慨会議� ; 各部獲 際会議� ; 各室事態 渡会議

顕選会重臣� 
21:30 建設次長会議 喜霊法・研修裳 111.む欠長会議 間法・研修蒙 明次長会議

入浴 入浴� . 入浴� 

22:00 鱒法会館 護霊法会館 蹟造会館
消灯 守‘‘ 消灯 消灯


